
［成果情報名］マメ科緑肥ヘアリーベッチを利用したスイートコーンの減肥栽培 

［要約］ヘアリーベッチは、開花前・草丈40㎝程度ですき込み、後作スイートコーンの播

種は、すき込みから5週間以上後とする。スイートコーンに施用する化学肥料は、窒素、

リン酸、カリの三要素とも施肥基準量(N-P2O5-K2O：25-20-25㎏/10a）から5割減肥できる。 

［担当］山梨県総合農業技術センター・環境部・環境保全・鳥獣害対策科・五味敬子  

［分類］技術・普及  

------------------------------------------------------------------------------------------ 

［背景・ねらい］ 

山梨県ではマメ科緑肥ヘアリーベッチの野菜への利用について、播種適期や後作野菜

の窒素吸収量を明らかにしてきた（平成27年度成果情報）。しかし、生産者の多くは三

要素を含む肥料を使用しているため、三要素での減肥が求められている。また、春先は

緑肥の分解が進まないため、夏期と比較して後作までの期間を長く空ける必要があると

考えられるが、具体的な期間はこれまで不明確であった。そこで、マメ科緑肥ヘアリー

ベッチのすき込みから播種までの期間と、スイートコーンの三要素の減肥量について明

らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ヘアリーベッチのすき込みは、開花前・草丈40㎝程度を目処に行う。平坦地では3月

下旬～4月中旬、高冷地では4月中旬～5月上旬に行う（図１）。 

２．ヘアリーベッチすき込み時の養分含有量は、窒素で約20㎏/10a、リン酸で約4㎏/10a、

カリで約20㎏/10aである（表１）。 

３．スイートコーン播種は、すき込みの4週間以内に行うと出芽率が低下するため、5週

間以上期間をあける（図２）。 

４．後作スイートコーンは、施肥基準量（N-P2O5-K2O：25-20-25 ㎏/10a）から5割まで減

肥しても、慣行と同等以上の雌穂重が得られる（図３）。 

 

［成果の活用上の留意点］ 

１．すき込みは、ハンマーモア等で細断した後、ロータリーで耕耘する。 

２．ヘアリーベッチの品種は「まめ助」、施肥は無施肥、播種量は5㎏/10aとした。 

３．農業技術センター本所（標高311ｍ、黒ボク土）、高冷地野菜・花き振興センター（標

高747m、黒ボク土）の地力中庸な圃場で行った試験結果である。  

 

［期待される効果］ 

１．施肥量の削減により、コスト低減ができる。 

 



[具体的データ]  

 

表１ ヘアリーベッチすき込み時における生重、乾物重、草丈および養分含有量 

※2017年～2019年の3カ年平均（甲斐市） 

※すき込み時期 2017年：3月27日、2018年4月2日、2019年3月27日 

 

［その他］ 

研究課題名：有機栽培における緑肥利用技術の確立  

予算区分：国委「生産コストの削減に向けた有機質資材の活用技術の開発」 

研究期間：2016～2019年度  

研究担当者：五味敬子、山﨑修平、長坂克彦、馬場久美子、望月寛徳、萩原裕一 

図２ 緑肥すき込み後播種前週数による 

スイートコーン出芽率(2019 年) 

２L サイズ（380g 以上）ライン 

図３ 施肥量の違いによるスイートコーンの雌穂重(2018 年） 

試験場所：甲斐市 

すき込み日：3 月 22 日 
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図１　ヘアリーベッチ利用によるスイートコーン栽培暦
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